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『捜神記(そうじんき)』 巻１１・２９４ ｢列異伝｣ ４８
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『捜神記』によると、韓憑夫婦の故事は｢鴛鴦の

契り｣や｢連理の枝｣の下になった話である事が分か

る。しかし、そこには韓憑夫婦がチョウになった話

は無い。

山堂肆考卷二百二十六に“俗傳大蝴蝶必成雙，乃

梁山伯、祝英台之魂，又曰韓憑夫婦之魂，皆不可曉。

”李義山詩：“青陵台畔日光斜，萬古貞魂倚暮霞。

莫訝韓憑為蛺蝶，等閒飛上彆枝花。”とある。

これによると、大きなチョウ(たぶんアゲハ類)は

必ず二匹一緒になって飛んでおり、梁山伯(りょう

さんぱく、男)と祝英臺(しゅくえいだい、女)の魂(たましい)で、また韓憑夫婦(天上で

夫婦になったと思うが、地上ではまだ夫婦ではなかったはず)の魂だと伝えられていると

のことだそうである。

梁山伯、祝英台の詳しい話は探し中で、まだ見つけていない。図書館へ行けばあるだ

ろう。でも、きっと漢文で書いてあると思う。

韓憑夫婦がチョウになるというのは、別の資料に書かれているようで、李義山(人名

李商隱 約 812 年或 813 年～約 858 年，中國唐代詩人。字義山)は詩の中で｢莫訝韓憑為
蛺蝶｣(訝ル莫カレ韓憑ノ蛺蝶トナルヲ)としている。

李義山の｢青陵台｣の漢詩は非常に有名な漢詩のようである。浅学を恥づ。


